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葛
城
山
と

熊

野
山

地
と
を

最
短

距

離
で

結
ぶ

道
筋
で

も

あ
っ

た
。

さ

ら

に、

高
野
山
の

真

言
宗
の

聖

地
で

も

あ
っ

た
。

し

た
が

っ

て

火
雷
神
社

も、

早
く
か

ら
こ

う
し
た
ル

ー
ト
形

成
の

流
れ
に

巻
き

込
ま

れ

て

い

っ

た

の

で

あ
ろ

う。

　
も
う
ひ

と

つ

は、

十
世
紀
の

僧、

貞
崇
の

こ

と

で
、

宮
中
落
雷
を

雷
神

と

結
び
つ

け
る
作

業
を
し
た

と

さ

れ
て

い

る
。

彼
が

当

時、

清
涼
殿
に

伺

候
す
る

僧
で

あ
っ

た

こ

と

は

確
か

で

あ
る

。

こ

の

貞
崇
が、

宇
智
郡
の

若

宮
火
雷
神
の

こ

と
を
知
っ

て

い

て
、

こ

う
し

た

言
説
を

行
っ

た
と

仮
定
し

て

も
、

実
は

不
思
議
は
な
い

。

彼
は、

三

十
年
以
上

も
金

峰
山
の

辺
で

修

行
し

て

い

た

か

ら
で、

都
と

の

間
を

往
還
し

な

が

ら

山

林
修
行
に

励
ん

で

い

た

僧
で

あ
る

。

地
理

的
に

豊
富
な
知

識
を

有
し

て

い

た

貞
崇
が、

宮
中

落
雷
を

雷
神
の

し
わ
ざ
と
す
る

言
説
を

広
め

る

の

に
一

役
買
っ

て

い

た
可

能
性
は

高
い

。

　
も

と

も
と

雷
神
は

火
と

水
の

神
で

あ
る

た
め、

貞
観
の

神
泉
苑

御
霊
会

が

水
辺
の

鎮

祭
で

あ
っ

た

よ

う
に
、

御
霊

信

仰
と

の

親
和
性
は

高
か

っ

た
。

井
上

内
親
王

が

生
き

た

ま

ま

龍
に

な

り

祟

り
を

な
し

た
と

す
る

説

と、

貞
崇
の

説
話
で

火

雷
神
が

亀
の

形
を

と

っ

て

い

た

こ

と

と

で

は
、

モ

チ

ー

フ

が

共
通
す
る

。

こ

う

考
え

る

と
、

京

都
の

御
霊

社
が

祀
る

「

八
所

御
霊
」

に

「

火
雷

神
」

が
入
っ

て

い

て
、

奈

良
の

御
霊
神
社
に

火
雷

神
が

な

い

と

い

う

事
実
は
、

雷
神
を

御
霊

信
仰
に

結
び
つ

け
た

功
が
、

（
南
都

仏
教
で

は

な

く）

真
言
に

あ
っ

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る

と

も

思
う
の

で

あ
る

。

ト

占
技
術
か

ら

　
　

思
索

・

信
仰

・

実
証
科
学
へ

の

展
開

平

　
野

孝

國

　

人
間
が
生
き

る

上
で

最
も
大
切
な
こ

と

は、

衣
食
住
を

調
達
し、

異

性

を

得
て

性
欲
を

充
足
す
る

こ

と

で

あ
る

。

人
間

社
会
に

は

膨
大
な
知
識
と

行

動
体
系
が

蓄
積
さ

れ

て

い

る
。

就
中、

明
日
の

生

活
環
境
に

関
わ
る

技

術
で

あ
り
な
が

ら、

実
証
を

え

ぬ

ま

ま、

昔
な
が

ら
に

守
っ

て

い

る

行
い

が
あ
る

。

「

う
ら

な

い

（
∪

冒
ぼ
餌

江
o
ロ）
」

で

あ
る

。

　

ギ
リ
シ

ャ

の

古
代
世
界
で

は、

日

常
生
活
か

ら
、

国
家
的
な

政
治、

戦

争、

遠

征
に

か

か

わ
る

重

大
問
題
ま

で
、

占
い

師
の

判
断、

憑
依
者
の

託

宣
を

指
針
と

し

た
。

失
敗
は

依
頼
者
の

罪、

占
い

師
の

罪
と

し
て

処
罰

し
、

更

迭
さ

れ

た
。

　
一

般
に

、

鳥
の

挙

動
・

さ

え

ず
り
・

飛
び

方
・

去

来

す
る

方
角
に

よ

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
1）

り
、

吉

凶
と

運

命
を

判
定
す
る

占
鳥

術
が

行
わ
れ
た

。

金
銀
を
浮
か

べ

る

水
占
い
・

鏡
に

糸
を

付
け
て

泉

に

垂

ら
し

て

見
る

鏡
占
い
・

木
の

揺
れ

方
・

ざ

わ
め

き
・

葉
叢
・

青
銅
器
の

音
か

ら

ゼ

ウ
ス

の

神
託
を

聞
く

占

い
。

鉛
に

瑕
を

付
け
て

司
祭
に

見
て

貰
う
鉛
占
い

等
が

あ
っ

た
。

星
占
い

は

最
も

古
く、

天

文
学
と

な

る
。

　
こ

こ

で

注
意
す
べ

き

は
、

こ

れ
ら
占
い

師
の

列
に

立
っ

て
、

哲
学
史
上

有
名
な

ソ

ク
ラ

テ

ス

・

プ
ラ

ト

ン

・

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

等
の

名
が
あ
る

こ

と

で

あ
る

。

彼

等
は

諸
現

象
の

未
来
を

予
言
し

、

神
意
を

占
っ

た

ば
か

り

で

は

な

い
。

事
物
の

考
察
か

ら
、

根
本
原
理

を
洞

察
出
来
る

と

考
え
た

。
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哲
学
の

舞
台
は

や

が

て

欧

州
全
土
に

拡
大
さ
れ
る

。

ド
イ
ツ、

ケ

ー
ニ

ッ

ヒ

ス

ベ

ル

ク

大

学

神
学
部
の

ー
・

カ

ン

ト
は
、

プ

ラ

ト

ン

等
が

、

純
粋

思
惟
（一
号
四）

に

よ
り

普
遍
妥
当
な
概
念
的
実
在
に

至
る

と

主

張
し

た
の

に

対
し
、

直
感
的
理

性
（

主
観
的
理

念
の

能
力）

に

よ

り、

客

観
世
界
の

理
解
・

認
識
を
可

能
と

す
る

（
理

性
・

判
断
・

実
践
〉

批
判
説
を
提
唱
し

た
。

キ

リ

ス

ト
教
の

神
学
世
界
を

脱
し、

新
た

な

人

間
観
を
確
立
し
よ
う

と

す
る

動
き

で
あ
っ

た
。

こ

の

カ

ン

ト

門
を
叩

い

た
J
・

ヘ

ル

ダ

ー
は、

カ

ン

ト

と

彼
の

元
に

い

た
H
・

ハ

マ

ン

の

教
え

に

従
い

、

民
謡
採
集
に

騎

行
し、

さ

ら
に

海
路
北

欧
か

ら

南
欧
・

イ
タ

リ

ー

へ

の

大
旅
行
を
す
る

に

及
び、

言
語
学

・

歴

史

学
の

大

著
を

著
し、

地

理

学
・

民

族

学
・

民
俗

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　〔
2）

学
・

宗
教

学
へ

の

道
を

開
く

。

疾
風
怒
濤
時

代
へ

の

突
入
で

あ
る

。

　

こ

れ
よ
り
三

〇
〇
年
も
早
く、

ス

ペ

イ

ン

女
王
の

援
助
を

得
、

パ

ロ

ス

を

出
港
し
た
コ

ロ

ン

ブ
ス

は
、

大

航
海
時
代
へ

の

幕
開
け
を
し
た

。

陸
の

文
化
科
学
的
動
向
と

相
俟
ち

、

ゴ

ッ

ド

世

界
へ

の

科
学
的
侵
入
で

あ
っ

た
。

浦
賀
へ

回
航
し
た
ペ

リ

ー

の

艦
隊
は、

新
市
場
を
中
国
に

求
め

、

日

本
を

橋
頭
堡
に

す
る

ア

メ

リ

カ

の

国
策
で

あ
っ

た

が
、

大
局
的
に

は
、

神

学
に

発
し
た

哲
学
的
発

想
と

い

え

よ

う
。

　

有
無
を
云

わ

さ

ぬ

開

港
要
求
に

屈
し
た
日

本
は

、

代
償
と

し
て

科
学
文

明
の

所
産
を

手
に

入
れ

る
。

ペ

リ

ー

来
航
か

ら

半
世
紀

、

目
本
は

日

清
・

日

露
の

戦
争
に

大
勝
し

、

世
界
を

驚
か

せ

た
が
、

和
魂
洋
才
と

自
惚
れ

た

国
民
は

、

科

学
製
品
に

好
み

の

手
を

入
れ、

か

ら
く

り
手
法
の

改

良
を

試

み

た

が、

所
詮
模
倣
の

域
を
出
な
か

っ

た
。

全
国
の

神
社
で

は
、

平
安
衣

装
で

擬
古
文
の

祝
詞
を

読
み
、

社
頭
で

は

神
籤
・

御
札
・

御
守
り

を

頒
布

し
て

い

た
。

大
東
亜

戦
争
は

、

欧
米

植
民
地
主

義
に

抗
す
る、

国
民
の

熱

烈
な
支
持
を

得
て

開
戦

。

地
球
上
か

ら

植
民
地
を
一

掃
し
た

。

し

か

し

戦

闘
に

は

敗
れ

、

大
都
市
は

焦
土
と

化
し

た
。

国
力
の

差、

模
倣

科
学
の

欠

点
。

脱
落
し

た

哲

学
の

所
産
と

は、

未
だ

に

気
付
い

て

い

な

い
。

　

注

〔
1
）

　
ロ

ベ

ー

ル

・

フ

ラ

ス

リ

エ

ー

ル

（
戸
張

智
雄
訳）

『

ギ
リ

シ

ア
の

　

神
託
』

東
京、

白
水
社、

一

九
六

三

年
、

二

〇
頁
以

下
。

（

2
）
　
平
野
孝
國
「

ヘ

ル

ダ
ー

に

お

け

る

『

自
然』
『

人
間
』

『
神
』

」

『

宗

　
教

研
究
』

　一

八

二

号、

一

九
六

五

年、

五

三

−
八

五

頁
。

同
「

民
族
学

　
の

先
駆
者
一

〇
げ
凶

蕁

Oo
什

畦
ユ
Φ
畠

＝
 

己
 

吋

（
嵩
置
山
゜。

8）
」

『

民
族
學

　

研
究
』

第
三

〇
巻
第
二

号
、

一

九
六

五

年、

一

五

〇
1
｝

六
〇
頁

。

「

霊
場
」

に

お

け
る

死

者
供
養
の

具
体
相

　
　
　
　

秩
父

観
音
霊

場
を

事
例
と

し

て

ー
徳
　
野

　
崇

行

　
こ

れ

ま

で

の

死
者
へ

の

弔
い

に

対
す
る

研
究
で

は
、

死
に

伴
う
葬
送
習

俗
や

菓
、

先
祖
観、

そ
の

担
い

手
と

な
る

祭
祀
集
団
が
主
要
な
論
点
と

な

っ

て

お

り
、

対
し
て

仏
教

諸
宗

派
の

僧
侶
が

営
む

葬
儀
後
の

追
善
供
養
に

関
す
る

歴
史
的
変
遷、

法
要、

儀
礼
の

現

状
に

関
す

る

研
究
は

少
な

い

傾

向
が

あ
る

。

こ

う
し
た

状
況
を

鑑
み、

日

本
仏
教
に

お

け

る

追
善
供
養
の

具
体

相
を

秩
父

観
音
霊
場
の
一

番
札
所
で

あ
る

四

萬
部
寺
で

の

「

大
施
食

会
」

と

い

う
儀
礼
を
通
し
て

考

察
す
る

の

が

本
稿
の

目
的
で

あ
る

。

四
萬

部
寺
を

事
例
と

す
る

の

は、

筆

者
が

目

本
仏
教
に

お

け
る

死
者
供
養
を
 

菩
提
寺、

 
霊

場
寺
院、

 
本
山
寺
院、

 
行
者
仏
教
と

い

う

四
つ

の

位

494〔1586）
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